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白色発光ダイオー ド(LED)用に適 した黄色発光蛍光体 MSi202N2:Eu2■6ェ=sr,Ba)の粒形制御。層状結品構造を反映

してこの物質の粒子は板状で、破砕による小粒子が生成する。板状粒子は下地の背色 LED上 への均一塗布が難 し

いぅまた、小粒子は発光効率の低下を招く恐れがある。そこで、合成に用いるフラックス材料を検討し、掩 B40T

などのホウ駿アルカリにより求状に近い粒形を実現した。しかし、これらのフラックスによリー部酸化反応が起

こり、不純物相として効率の低い M3SiG02軸:Eu2■が副生し、発光効率が低下したじ

新たな笹色長残光蛍光体 Ca2鋭与挽 :Eu2■,Tm3+の開発と合成法の検討。(1)選元雰囲気下焼成においても酸索を含む

CaSi202N2:Eu2+が副生し、Siに対して Caが 目的式量以_とに消費される。そこで、原料の Ca3N2を過剰に加える

ことにより残光強度の高い試料が得らね′た。初期値の 1%に減表する時間は 10分、0。1%は 約 1時間で、Y202SiEu3+

系の既知赤色長残光蛍光体を波ぐ特性が得られた。(2)Tn■3+の添加により新たな熱発光ビークが 320K付 近に生

じ、これが長残光の原因となる。Eu2+の局在励起(4±5d遷移)により強い夜光と熱発光が認められることから、Eu2■

とTm3+が互いに近くにある場合に、残光を生じる有効な電子 トラップを形成すると考えられる。

電界放射ディスプレイ用青色蛍光体 Y2Si05iCe〕・や窒化物など多数の物質について、電子線照身寸
・
|こよる化学結合の

切断の結果発生するイオンの分析を試みた。電子線加速電圧 25kV、最大電流 0.5mAで 照射 したが、吸着ガスが

検出されるのみであるため、基板を熟伝導性の低いt)のに変えるなど条件を厳しくしてさらに検討 (ッている。

3.

※ 成 果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入 tンた調書 (A4判 縦長横書 1枚 )を
添付すること.
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